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事業協働機関
（国内外の大学，企業，国

際機関等）

茨城県立水海道第一高等学校 公立 福田 崇

茨城県立並木中等教育学校 公立 柴﨑 孝浩

茨城県立古河中等教育学校 公立 中久喜 歩

茨城県立土浦第一高等学校 公立 プラニク・ヨゲンドラ

茨城県立下館第一高等学校 公立 木村 功

茨城県立下妻第一高等学校 公立 生井 秀一

茨城県立竜ヶ崎第一高等学校

公立

公立

池田 庸子
瀬尾 匡輝

坂場 由美子

公立 太田垣 淳一

茨城県立鉾田第一高等学校 公立 飯山 美都子

茨城県立鹿島高等学校 公立 小沼 浩幸

茨城県立日立第一高等学校

茨城県立太田第一高等学校

茨城県立水戸第一高等学校

0

茨城大学グローバルエンゲージメントセンター

常磐大学国際交流語学学習センター

ｽｼｳﾝﾃﾞｨｱﾝﾃｨ

磯邉 裕一

御厩 祐司

公立 谷津 勉

インドネシア教育大学　（及びベトナム・マレーシアの大学とも協働を調整中）

社団法人国際教育交流ネットワーク機構東京支部 本庄 伊吹

前期課程 120 120 360

学科・コース名 1年 2年

学科・コース名

3年

0

0 0
0

0 0

　本事業では、現在の日本が直面する人口減少問題の解決の糸口となりうる「ダイバーシティ」を推進する教育を
開発し、県内各地域に点在している県立中高一貫教育校13校を対象に「ダイバーシティの推進をけん引すること
ができる知識・経験・リーダーシップを有する人材」を育成するための「ダイバーシティ学びのネットワーク」を構築
する。学校の小規模化・教員不足への対応によりダイバーシティ教育の内容の充実が難しくなっている状況を解決
する策として、学校間ネットワークを生かし、拠点校が中心となって関係大学・地方自治体・企業・海外交流協力校
などを結ぶ学びのネットワークを構築し、①世界標準の英語力②オープンマインド③ダイバーシティの知識・経験
④リーダーシップの４つの資質・能力の育成を図るための取組を連携校と共有・共同実践し、開発した教育を事業
後も継続できる土台作りを行うことで、未来型ダイバーシティ県を支える人材育成に資する。

茨城県を未来型ダイバーシティ県にするための教育の推進

管理機関

学校規模

普通科・後期課程

120

対象：

対象外：

公立
学校規模1年 2年 3年

115 0 0 115

計

茨城県教育委員会

令和６年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築⽀援事業
グローバル⼈材育成強化事業 構想計画書（概要）

令和６年度
～

令和８年度

都道府県名

事業拠点校

ふりがな

管理機関

ふりがな期間 いばらきけんきょういくいいんかい

いばらきけんりつかつたちゅうとうきょういくがっこう

茨城県立勝田中等教育学校
茨城県

いばらきけん

3年 学校規模

代表者・校長名

柳橋　常喜

機関名・学校名・情報

茨城県教育委員会

学科・コース名 1年 2年 計

茨城県立勝田中等教育学校

計

事業連携校
（国内外の高等学校等）

※ 予定含む

平田 敏之

大谷 敦子

株式会社アイエスエイ

株式会社Global Exchange Education

下山田　芳子

事業共同実施校

①

②

事業拠点校
115

360
475

対象：

対象外：

対象：

対象外：

0

0

0


